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経済構造の転換と産業構造の転換
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　はじめに

　蓉本は特に緯齢年代後半から，経済購造の転換を課題として掲げ・そぴ）ための諸政策を推進して

きた。現在進められている構造転換癖実際にどの程度の成果をおさめているかということについて

は，さまざまな議譲や評癒がある。しかしそもそも現在の講造転換はどのような蓮講的意義をもつ

ものなのかとか．鍵本資本主義の歴史においてどのような位置づけがあたえられるべきであるのか

といったより広いパースペクティブにたった総体的な縷説はおろそかにされたままに，具体的なレ

ベルでの議論がおこなわれているように思われる．しかしこうした総体的な掘握を欠いたままでは，

現実の講造転換を科学的に検討・評晒することはできないことは絹らかであろう．

　本稿は，喫在の鐸本経済の構造転換の理論的意義と歴史的麺置を確定し，その観点から現実の携

造転換を検討しようとするものであるが．この課題に接透するためには，経済構造（の転換）と産

業構造（の転換／とを区慰して構造転換の意義と内容を検討することが必要であると思われる．な

ぜそうするのか，そうすることの意練はどこにあるのかは行論の中で萌らかにするが，蒙本の構造

転換の意義と特質は，経済構造（の転換〉と産業構造（の転換〉のそれぞれの分観を総合すること

によって，より明確になるであろう．ただし本稿では紙纒の飼約もあって検討はきわめて機酪的た

らざるをえず，実証的・統計約分新や騒表等もいっさい省略して，経本経済の構造転換をとらえる

基本的複点の確定と構造転換についての歴史的・建講的見通しをえるための墓磯釣考察に集中して

いることをあらかじめお擬修しておきたい。

　至　経済構造の転換について

　周知のように，馨本は大蝿な経常鞭支羅宇・貿易鞍支難字の累積と貿易摩擦の深郵1建．そして急

激な欝高の進行という事態に対して，8§年代後睾から経済撰進の転換という鼓本的な婦策に乗り議

した。経済構造の転換を課題として鯵醗に打ち鐡した最籾の文書は，前辮彗ポートとして有名な欝総

年4月の海鰹協調のための経済講造調整醗究会鞍告遷であるが，それは，ゼわが国の大纒な経常
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較支不均衡の継続は，わが醗の経済運営においても，また，窪雰経済の講舞ある発展という観点か

らも，危機的状混である」という認識に立って，r経常駿支不均衡を緩際的に講趣のとれるよう着

実に縮小させることゴを「醗罠的政策暴榛として設定達し，そのために内需拡大，産業構造の転

換，製贔輸入の提進等を進めてF輪講揚向型経済構造から睡無協調型経済携造への変革を纒る達こと

を内外に宣書したものである。翌87年5月に発表されたζ経済審議会建議一構造調整の振舞一霞

（新前鱗夢ポート〉は．簿外均衡を達成するための「経済構造調整は，需要，供給霧嚢から進めら

れる必要がある1として，「需要檎造癒では，醗費生活の質の病．Lを中心とする内需主導墾経済構

造への変革を・供給講造面では，欝要構造の変化に見合った産業構造の転換・輸入の拡大を醤指す∫

としている。新繭辮琴ポートは経済構造調整の目的と手段との関係をより萌確にし，ギ内需主導型

経済購造涯という矯語を使って巽捲すべき経済構造の内容を瞬示しようとしていること，そして構

造調整のための政策内容もより具体化していることが特徴である、

　産業構造の転換については次簾以降で験離するが，国際協調型経済構造と内欝主導型経済撰進と

の関係については．蕪辮婆ポートおよび新前鱗婆ポートでは，藤諜離調型経済携造が馨的，内需主

導型経済構造がその手段（の…つ）と位置づけられている。ただし87年6月の多量弊と馨本中長期

経済醗究会報告　　わが馨経済の中長蟻展望　　垂（宮綺ジボ一瞬では，「簿外不均衡の是正と馨

畏生活の質の病、熱という2つの大きな課題を購時に達成するための努力．すなわち，経済構造調整ま

として，この癖者を瞬等の漂糠として位置づけている。それぞれの夢ポートにおける微妙な相違に

ついては立ち入らないが，少なくとも大幅黒字継続と婦外摩擦への厳本的な欝麺とともに，屡内的

にも，長時間遜密労働，通嚢地撚，住宅縷題，公害や窪然破壊，生活環境の悪化など国民生活の塾かさ

を実感させるにはほど遠い状混一それらは象た諸外馨からの幾麟を招いている麗題でもある一一

の改革が敢欝レベルでも差し追った課題と認識されるに至ったということはできるであろう。

　しかしながら，これらの夢ポートがいう経済購造一一またその転換あるいは調整，変革等　　と

いう巻葉の意練や内容は必ずしも瞬確ではない．これらの文書はそもそも経済構造とはなにかを定

義しないで国諜協調型経済購造とか，内需主導型経済構造とかを主張しているのである。しかし経

済撰進と終う言葉の意駿をある程度明確にしておかなければ議義は進められないので，まずこの点

から検討することにしたい。

　史的稚勅諭によれば，経済携造とは縫会の生産麗孫の総体であり，桂会の実在的土台をさす凝念

である（マルクスζ経済学撹講（序書捲／。それ冷え経済構造の転換とは生産関係の変革すなわち

歓会の革命的変革を意験することになる。蓼経済学撹覇≦の窪雲では歴史発展の定式化がきわめて

機抵的になされているために、資本主義という二らあ経済簿造と、その変革として資本主義を超え

た歓会への移行の必然性が達べられているのであるが．それを具体銘すれば，大枠としての資本主

義という社会において，生産力の発展に基礎づけられて，いくつかの経済講造の発展段駿（または

彩懇〉を区分することができること，資本主義的経済構造は再生産と資本蓄積紛構造とも言い換え

られるが，そのそれぞれの段繕において，…定の変容を遂げた資本主義的生産縫係が存在すると考

えることが可能であろう．すなわち，資本主義納経済構造は生産力と生産麗孫との矛鷹を内包しか

つf解決3された形懸として経済購造の諸靉靆あるいは諸形態をもつこと，矛薦の深化は資本主義

の枠内で経済構造を次の段躇あるい1ま形態へ移行させることによってf解映まされるが，しかし各
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靉靆でのゼ解決葺まあく豪でも一時的であ鯵，綴本的な解決は資本主義の粋を突破することによってで

あるということになる童｝。

　一方轟雛紗ポート等での問題意識縁，大幅な貿易黒字を縮小し，国際経済との講藤のとれた発展

を馨撰すためには，また内需主導で醗撲生活の質的改善をともなった経済発展を実理するためには，

纈塗的な政策欝欝では済まず，蝿外不均舞と馨内不均衡を必然化させるような貸本経済の購造その

ものを改革しなければならないということであるから，資本主義という大枠は薦提としつつも，…

定の生産騰係の変容をともなった新たな経済構造への変革を舞捲していると考えられる。ただし現

在の購造転換政策が実繰にそのようなものであるかどうかは後に縷説するが．論理的紅はそのよう

にとらえられるはずである．その意殊で．史的甦勃論でいう経済構造とその変革とはある程度重な

り合うといえるだろう．

　その上で，もう少し具体的に経済構造という観念の内容に接近することにしよう。以一薮のことか

らすれば靄然のことであるが，経済構造は労使鷺係《資本賃労働縫係〉や企業購支醍被支醍縫係等

の生産関係を含んだ概念である．よ吟具体的には，たとえば西遜稔氏は氏が縫駕する産業システム

という常語について，「産業システムというのは，荻義の産業継織つま辱毒場撰進と企業行動およ

び事場行動の麗係のみならず手経済縫合の麟痩・橿行，企業緯織，労捜溺係，生産システム，取引

システムや溝費者行動，資金調達．企業と政癖の縫係などさまざまな要轡を含む産業経済の縫緩み

と機籠の総体を指している芦と述べて，その概念を非常に広く，事実、毛産業を軸とした経済のあ

撃方の総体という愚昧でとらえているが，ここに捲摘さ蕊ているようなものが経済購造の具体的内

容にあたると考えることができるだろう．震い換えれば，経済講造とは蓊欝氏のいう産業システム

の一馨にお蓉るある時難のある程度懸定的な型という意駿である。

　それでは．纂本が瑳在変革ようとしている経済簿造とは具体的にはどのようなものであろうか。

聾　こうした認識捻必ずしも特異なものではなく，レギュラシ意ン論やSSA（縫会的蓄積構造〉講も大枠として

　　はこうした認識に立っているといえるだろう。また瀬戸羅紋氏が最透，現我資本主義分桁と新しい亀機譲構築

　　の方法として，ヂシステム」とは躾にヂレジーム」という媛念の導入を握鳴していることとも其通するもの

　　がある。氏はrシステムは・経済・桂会の構造がその生滅から登展をへて漣滅疑いたる全過程が奪機的な一

　　鉢をなすものと挫饗できる場合に綾羅し，レジーム慧，そのシステムの内部でく参ひろげられるさまざまな

　　運動のうち一時的に安定的な発展馬面が破立したときに綾羅するも硬であるとする。「レジームはシステ

　　ムのなかを暗闘的に藪分する凝念まであ穆，r資本憲義は，その全体がシステムであり．その中の各驚藏が

　　レジームというふうに解釈することが適燐である」という．そして現畿をレジームの亀機とシステムの電機

　　との諫驚と連幾1こおいて解醸することを蓬起しているのであるが（瀬戸瞬紘郵グ夢一ンバーグのアメ撃力敢

　　治経済識練縞繁飽編罫危機における愛代経済の諸構三八鵜被、欝92年，23ページ以下〉，氏のいうシステ

　　ムとレジームという籔霧と違鷺と，ここでいう資本瓶義的経済構造の発展諸業曝論ある恥は諸形懇請と縁合

　　い遜ごるものがあることは瞬らかであろう。

　　　ただしそグ）場合，資本主義納経済構造の諸綬灘〔諸形態｝をどのようなものとして確定するか一一般講

　　として，また具蕪的紅各覆とりわ酵資本の場合一一一，そして現段購の経済構造をどこに泣選づけるか・とい

　　つた麗麗が課題として残る．本諮的な論説は今後の宿題としたいが，ただ，現在課題とされている欝本の縫

　　済構造の転換は，本文でも述べるように．本来，轟箋成幾霧において形成・確立し，その後も緯持されてき

　　た経済購造を穣籔的1こ転換しようとするはずのものであ彗，もし実現す歪擁ま鞍後を二二分する新たな後継への

　　移行という函鋳銭的な意義をあたえられるべきもび）であるということはできるだろう・

2／　誘霧稔「産業システムの種質とその評癒について醤（幾藪学院大学ぎ経済学藩究匿第磁巻第3号，欝鱗年蔓

　　月〉§5ページ。
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端的に言えば，それは主に高慶経済成長時代に確立された独占的大金業．中小零継企業，零継橋模

農業という三屡の格差構造，および労働者相互闘の格差構造と舞本的労使関係として特鍛づけられ

る構造であ鯵，またそれに基礎づ季ナられて輸鐵指癖を必然とするような購造であるといえるだろう。

　高度絞長期において，独轟資本の強蓄積は．猿霞資本を覆点とし底辺に広がる膨大な下請企業舞

からなるピラミッド塗擦差支醍構造の確立によって支えられた。また．農地改革の繕果登場した零

細趨摸農業は，政府の抵来襲i政策もあって生産力発展は攣期に頭打ちとな鯵，機械化の進行とも相

俟って大量の余辮労働力が都霧に流れ込んで紙賃金労働力の供給基盤となった．一方，特に薮大独

露金業において，年功舗・終身羅馬擬・企業内総合を柱とし，労鱗運動を賃上げ運動に封じ込める

とともに総合を生産性海上に協力させる馨本的労使麗係が確立し，その基礎の．しにZ鯵（無欠点運

動），　QC（品質管礫運動〉などの患主管至墾選茎動が展麗され，籠力主義管理が徹底された．また本気二，

縫外工，パートなど労働考聞の格差分噺による支醜体麟が確立した．三屡縮差撰進や労働者穣互鷺

の格差購造は，独占資本幸心の強蓄積と醗際競争力強化を推し進める手段・源泉として形成され，

響本の高変成長を実饗した重要な要石となったのである．

　なお講本の企業体麟は，下請，系　彗を選iじる葬毒場的でピラミッド型のネットワーク纏織ととも

に，金繰資本を軸とした財溝的企業集懸という二重のグループ体麟ができあがり，金醗機欝からの

低羅謙資紅敏存して大金業は投資を継続的に拡大し，企業グループ閥で激しい競争蕃展醗された．

いわば独ξへの志講と遜当ともいえる競争が壷存しな瀞ら成長を持続させたのである．

　高慶成長蟻における敢鰐の役割と評額についてはさまざまな議論があるが，政府は産業基盤投資

を中心とした積極的な公共投資を遂行するとともに，瀞場メカニズムによる雲霞幾争にまかせるだ

けでは望ましい産業構造やその高度化は達成できず，政濾による経済への介入や誘導ぷ必要である

という認識にたって官民協調による薮本特有の産業政策を遂行し，上に逮べた経済構造の形成・確

立に積橿的な役麟をはたしたことは闘違いないだろう．

　徳年代にはいって，高慶成長は終焉し，轟本資本主義は構造釣篭機の時代に突入した。屡本はこ

こに至って，経済構造の被本的な改革に乗馨墨すべきであった。しかし政癒は鍵来型の政策で鰐癒

し，羅綾を大量発行して公共投資などの景気浮揚策をとったが，そのために難敵は電機的状態に陥

り，灘倉発露を超える累積養務を麹え込むことになった．独毒資本も鍵来のや撃方をいっそう強秘

することによって亀機に嬉嬉した。すなわち，独占資本は減量経営という名の下に首馨り・醍置転

換・繊肉などによる搾取強化を強行し，パートや灘遣労蟻などに置き換えることによって労醗者の

就業構造全体をますます不安定飽させた．それに換えて驚年代末以降，マイクロエレクト貰ニクス

（鍵狂／革命にもとづくオートメーション化を二£場においても（欝A竺Fact蟹yA鍵。雛＆重婚数）

事務・管遷においても（（）A罵0墾ce　A雛。懸簾織の急速に進め，合理翫を徹底的に推進した．

飽方では中小下請企業の再霧と駁奪のいっそうの強化によって危機を燐諺薮けようとしてきた。そ

のために資本問・企業問の格差はいっそう紘太し，底辺の解体鳳中小企業の倒蓬や廃業が急増した。

　また独志資本は，騰石瀬・省エネルギーによってオイルシ葺ックを緩秘する一方，いっそうの輸

鐡拡大に湧驚を求めた。しかも簿年代後半から，M£革命にもとづく先蟻技衛産業が急激に発展

し，8§年代には馨本経済の新たな主導産業となるとともに，半導体至Cや翼C工｛乍機械，産業尾翼

ポット・（）A機器・ビデオテープレコーダー（VT欝など藩輻・オートメーシ董ン総連の新製贔
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詑　替二鍵本経済の購造転換とその評簸について

が国際競争力を獲得し始めた．購時に在来型の重化学工業もハイテク技徳を取蓼入れることによっ

て競争力を麟復した、かくして貸本の諸産業は在来産業も高度先蟻謹業も櫓棄して醗諜競争力を強

化し，構造的不浅に績む欧米先進羅や東南アジアを中心に集中豪雨的に輪聾した。β本の輸鐵艶率

　（箕輪患／総供給／は欝驚年の7、9％から齢年の盤、9％へ，さらに85年の欝・8％へと急上昇したの

である。

　かくして，戦後駐本盗本主義が一貫して追求し，形成してきた再生産と資本蓄積の講造は，内外

二重の矛盾を激髭させることとなった．すなわち，遜内的翻露については三馨擦差が深ま吟底透の

解体が進展したこと，そして労働者の賃金は掬え込まれ，不安定就業が増大したことである．また

穀外的鍵面については，貿易羅宇が急塔し．簿外経済摩擦が深灘化したことである。嚢本の貿易羅

宇は」§欝年の麗億ドルから85年には5総穏ドルヘ，さらに87年には§艇臆ドルヘと急増した。鰐米

黒字も購じ谿間に簿億ドルから395鐘ドル．そして52聴ドルへ増大している。しかし嚢本経済の輸

出主導の成長は盤界経済の発展を牽鬱するよりも童舞経済に打撃をあたえながらの発展であるため

に，量界から旛弾を給びなけ蕊ばならなかった。特にアメ夢力との鷺係においては，馨本の輸鐵が

アメ夢力の産業停滞と空濾化，そして貿易癒字急塔の促進要獲とな静，ついにアメ妻力は85年には

綾務馨に転落してしまった．馨来翼易摩擦による薄来翰鑛の嚢主焼灘等は，すでに鉄鋼（囎年から／・

カラーテレビ（77年から／そして嚢動車（綬年から／と次第に広がっていたが，さらにその上に

醤C二r舞機械やVT貧，半導体，通信機器といった先螺妓籍産業にまで覆いかぶさった、にもかか

わらず貿易黒字は拡大を続け，経済摩擦は麹幾贔§の蝿策を超えて，籍本の経済簿造や産業政策そ

のものにまで概讐が授ぶに至ったのである．

　企業闘・労働者講の賂養護造からくる底辺の解鉢・流動化と雇罵の不安定髭，貧露な蕪麺水準と

いう蟹内的な矛磐と，輸鐵敏存の撫工貿易からくる経済摩擦という講外的な矛盾隷，いずれも戦後

響本資本主義が一貫して追求し，形成してきた再生産と資本蓄積の構造に康来するものである．従

来の賛本経済は端的に輸鐡主導型と特籔づけられるが，それは．上に述べたような経済構造が形成

されたことによ瞬，海外現地生産よりも馨内生産と輸繊の方が企業にとって有無であること，しか

も経済の成長に馨内南場の舷大が立ち遅れ，輸濃への敏存がますます強化されざるをえないこと，

銭本的経済構造が馨本への製贔輸鐵や外資の糞本への進鐵に録して瞳壁となっていること等を意賺

している。それ疹え賢本経済を内需主導型，睡際協調型に変えるということは，戦後韓本経済の成

長パターンの綴底的な購造転換を意殊することになるのは醗らかであろう．現在の経済講造転換の

歴史的・露難的な意義をここに見いだすことができるのである．

　かくして讐本は穏年代後半から，先にみたように国焼鶉講型そして内需主導型の経済構造への転

換政策を推し進めているのであるが，たしかに農本経済の様稽は大きく変死した。議高と貿易摩擦

を遣い風として海外薩接投資が飛躍的に鯵びてたちまち選雰のトップクラスにな鞍，また製品輸入

も急増して輸入に右める製品の塞合は灘％を超えるに至った。しかもこうした急澱な変化にもかか

わらず・　馨本経済は86年の鍔高不濁を脱した後・内讐蓼主導垂こよる持…続的な景気鉱大力監続いた．

　しかし実際に弩本経済は，内需主導型そして醗繰協調型の経済構造に転換しつつあると評癌する

こと撰できるであろうか。

　まず蟹内的な翻面では，簸逓まで続いた経済成長は，87年6擁の公共投資の拡大を柱とする6兆

7茎
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評聖こび）ぼる緊急経済瞬策や超低金稀政策の実施．住宅金撒公庫融資粋の拡大と秘率燐下げ，さらに

夢ゾート法など矯舗緩麹による民間主導の大規模麗発プ雛ジェクトの推進などの内需拡大政策によ

るところが大きい。しかし企業は有無な投資先がなく内灘に蓄積されていた膨大な余製資金をおも

に土蜷i投機や財テクに振雛突けたために，東京を始めとして雄編が急騰し，そのために一般縷民の

住宅取得の可縫性がほとんど奪われてしまった．またゴルフ場やスキー場の乱離発による醗土の破

壊は．重大な社会翼題となって住幾の反婦運動を招いた．さらに経済の実態を反験しない株式の異

常値上が鯵をももたらした．こうしたバブル経済といわれる経済の投機化やサーどス経済化の進術

とと赦，膨大な余羅資金の一議認7年後物病，高働晦｛離，ハイチクイ縫賭した繍投資

や新製品露発にも投下されはじめた．またサービス業や製造業などにおける情輻乾後姿も高い坤び

を示した。それらは一方では雇欝の拡大・さらには人手不足を招き・賃金水準のある程度の上昇と

灘蹴大を続航てそ編糠た緻費獄の雛妻壁もなつ起しかしこうした消費需要磁
大は，一般醗疑の辮得の講一ヒよりも土地や株式などの資産懸路の急上昇に支えられたものであるた

めに，バブノレ経済が崩壊し，馨本経済が不涜1こはいるとともに，内需主導への檎造転換は実際には

進んでいないことが次第に瞬確になってきたのが現段1馨であろう・

　し握、この齪で欝懸謙ったことは，海霧鱒呂・ってもそ編蠣殿活の質の改善と一致す

るどころかかえ・、て顛民生活の悪髭さえもたらしていることである。醗土の蹴開発。地麺の高騰や

住宅難の深亥ll髭，通鐡遷獄．低い縫会保瞳水準と蔑齢化歓会への対応の遅れ，さらに労働暗闘篶縮

は遅々として進まず，逆に過労死が深麺な縫会畿題になるなど，rゆと鯵と普かさのある生活の実

愛∫〔簿｛｝年代の通産政策ビジョン垂懲轡§年7月）という馨標は遠のくばか穆である。

　尾、う一方の講外的な舞藏はどうであろうか。敢癒は輸入舷大につセ・ては製品輸入の増糠につとめ

鹸業＿の朧緬で磯遇，靭蜜必要な資金の轍鉱銀行による低零轍資碗充・産業辮こ、嬉す

る輸入拡大協力の要譲等を行い，毒場盟敏1こついては雑税のいっそうの覗き下げや撤廃を進め，輸

入麟鞍も工業品は完全に撤廃し・農産勅1こついても米以外はほとんど自鐙化した・一方輪講につい

ては，輸鐵の轟主親譲等の範蒙霧まさらに拡大し，自密貿易とは名ばか琴で実質的には管理貿易へ大

きく移行している．また8§年からの舞米購造霧議によ甑外資進綴を含む講場絹敏への緯書除去も

進められてきた。こうした政策的推置にもかかわらず，超えて急激な海外直接投資の体びにもかか

わらず，貿易黒字は88年度の953億ドルから89年度の驚魯億ドルヘと減少したがそこで下げどま鰍

鍵年度は不漢による輸繕ドライブと輸入減退も擁わって逆に貿易黒字は欝§馨億ドルを突破して史上

最高となった（難37億ドル〉。92年度はさらにそれを大纒に上躍るのは必薫であると見通されてい

る．鱒年度には337億ドルにまで縮小した経常叡支黒字も，翌年度は9競億ドルという急増ぶりであ

る。

　海外直接投姿の急増にもかかわらず貿易黒字縮小が進まないのは，直接投資が急激な雲高と摩擦

麟避のためという色彩が強く，環蜷生産の拡大がそのまま本羅生産の縮小にはなっていないためで

ある．すなわち雛本企業は麟外投資を積徳的に進めながらも，馨内では付撫簸纏の高い，また購高

でも蟹諜競争力のある製品の溺発と生産に特化し，それを国内で販売したり輸鐵するという戦酪を

採矯しているのである．それが急激な対外投資の拡大にもかかわらず，今のところ産業の空溺化と

いう問題が顕在銘していない覆垂であるが・またこのこと鍾・蒙本企業の国際譲争力が・構造転換
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政策によっても少しも弱まっていないことをも示している。

　以一ときわめて緩緩的な検講であるが．それでも講本経済の内需主導璽への檎造転換1まほとんど進

んでいないこと，しかも内需拡大と馨疑生活の質の肉．狂と1ま…致するどころか櫓反してさえいるこ

とは醗らかであろう・ではなぜ構造転換が進まないのか，ここでは原騨的に縫題を考えてみよう，、

　一一般的にいえば，資本主義続会紅お謬る経済構造は，産業購造の変化や羅際競争力の変化等とし

て堪れる生産力の質的量的な発展・変建や，資本と賃労騰との関係の変紀，襲黙政治経済驚係の変

化，致宥と産業・企業との縫係の変姥等に講癒して，懸簸増薙を追求する資本が§らを適合させて

ゆく活麟の総｛峯によって変免してゆくといえるだろう．高慶成長期に形威された離遠の酵本の経済

構造は，まさに冷戦とアメ夢力への従属．そして戦後の稗学披講と生産力の新展開という鍵鼻的な

新たな枠績みの中で駐本の資本と政鰐が選んだ戦酪の産勅であった。

　それに帰して雛年代後睾から総題となっている「嬉界不均衡の是歪と曝疑生活の質の向。1二の繕時

達成達を実現するような経済購造への転換は，羅本の独占資本の本縫であるあくなき競争力強化と

シェア拡大の追求とは多くの舞藏で矛雇・衝突せざるをえないものである．それゆえ構造転換は資

本と政購が霧ら選んだ戦略というよ辱も，麟燦的屋力（特にアメ夢力〉によ！）て強いられたものと

いう色彩が強く，そのために実鰹グ）転換は及び腰にな身）ざるをえないという性麹をそもそもも／）て

いるのである．

　それに換えて，鷹題惹こうした構造転換が新誌油主義的なイデオ賞ギーと政策に立って進められ

てきたことである。

　懸年伐の特に麟率・期の特徴は，簿年代の資本主義経済の構造的危機に短して，ケインズ主義的な

畢気講整政策がインフレと財致亀機を深灘化させたことによって破綻し，それに代わく）て毒湯原礫

を蓑上とし，親譲を緩撫して民幾企業の萎1露な活動を最大鰻保絶し，その活力による資本主義の婆

ストラクチャリングを実瑳しょうとする新察轟主義が，イデオ資ギーとしても政策原運としても支

醗的な龍置を羨めるようになったことである。新講歯主義はアメ夢力のレーガノミックス，イギ！ナ

スのサッチャ！タズム等として翼誌化されたが，1謹承でも財政再建と結合した背敵改革による公務貴

の定套鱒1織や教蒼・篠蟹予算の溺滅．瞬鉄・電電公縫等の民営化などび）「小さな酸禰への取吟緩

みが強められた。政購と産業・企業との雛孫においても，保護的な産業政策を否定し，政府綬繭の

箆1藪し・緩零購こよる民幾》舌内重鏡／＼と転換が緩られた。　しかし新鶴壷主義的な篤｛獲iと政策1ま，農i度

成長期に確立された葭本の経済構造の質的転換どころかかえって霞莱の経済購造を強記することに

なったことに注聾しなければならない。というのは，襲聡活力の強化とは実際には疑大資本・鰻企

業による労鰻煮や下請企業への支配力の強髭，そしてまた資本の競争力の強記と講じことである。

蛮たヂ小さな致欝歪は，もとより講家機籠の全般的纏小ではなく，饑寒の機議…のうち縫合改良的機

能を縮ノ1い舎霧化し，資本蓄積の綻進強化機籠や軍事・治安等隣家体翻の強力的雑待機籠への純莚

を図ろうとするものである．新察譲主義的政策の下で，労験者の賃金は揮え込まれ，不安定麓業が

増大し，講民篠越：の水準は燐輪下げられるなど，鍼疑生活の悪姥が進み，それ、に緊縮難敵政策も糠

わって内需が停滞する肇で，資本の強蓄積は輸鐵への依存をますます強め．と辱わけアメ婆寿への

輸1藝の礫躍的な増大をもたらしたゆ　1遜むく新鋒鋒嚢主義的政策とセ、っても，　アメ賛力で1まドノレ高と減

税，軍拡等の内需紘大によって貿易叡支が急速に悪絶したのに対して，ll本ではまったく逆に外需

垂§
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依存を強め，貿易黒字の急増に結果したのである。

　アメ婆力では財政赤字を脅威的な水準にまでふくれあがらせ，しかも民間活力の織上どころか覆

際競争力の低下と経常駿支の毒手を擁遠させたことから，新醤轟主義的政策は雛年代後楽には修歪

ないし事実上敏棄された。ところが馨本では，躍際協調璽経済講造への転換も騰湯原遷を基本ま

とし，ヂ毒場アクセスの一馨の酸善と規翻緩諏の徹底的推進を緩るま（鋳鱗ジポート〉ことによって

進めようとしてきたのである。しかし新§晦主義が騒本では輸畿主導型，羅民生活軽視の経済購造

を強化する役割をはたしたのに・講じ原遷でその転換を実現するというのはそもそも矛濡している

のであ蓉．こうした理念に立った講造転換政策こそが，かえってバブル経済など講造のゆがみをも

たらし．醜期の馨的をはたし得ない織果になっていると思われるのである。

　円高や貿易摩擦にもかかわらず蓉奉企業にとって国内で生産し輸超することが有麟であるのは，

遜労死を招くような長時縫遍密労働や会蛙主義ともいわれる会社の無益と発展のために労傷者を自

発的に震獣させるシステム，大企業によるピラミッド的な下請け支醍購造が厳存しているからであ

る。そうした購造の、藩こ，矯舗緩撫や疑問活力の名の下に企業聞．さらには労働者闘の競争をさら

に織むたてれば，いつまでたっても貿易黒字は減らないし，ゆとりと豊かさのある縫合に近づけな

いのは当然である．

　構造転換の馨漂を真に達成するためには，異常に強すぎる醤本企業の講際競争力の灘譲であるピ

ラミッド型金業支醍講造，競争主義，会縫主義に横本的なメスをいれることであむ，そして長時驚

遍密労鱗を罐酸し．住宅や縫会環境の整備，羅漢の湧得や福鮭の発案など蟹疑生活の海上を優先す

るシステムに改革することが必要である。しかしこうした講造転換は，民購活力の科駕すなわち資

本の本姓を麟激し，経済的に誘導することによっては実理できないことは明らかであ警．誘蝶競争

力の低下を恐れずに資本の本姓の社会的・費主的燦凝に踏み鐡さなければならない、ところが政瞬

の政策は．経済購造の転換と嚢本の醤際鏡争力を維持しさらに強達するような甕闘活力強化政策の

推進という二律背反を追求するものである、それゆえ経済構造の実蝶の変化は，アメ穿力の蓬力を

くぐ撃攘けるための纈塗的・表藏的な改革すなわち経済講造の「転換達やf変革」ではなく文字通

鯵の購整にとどまるか，あるいは霧島や税調改革等資本を経済的紅誘導する政策をとることに

よって盗本の主俸的な選訳による変化を期待するにとどまることにならざるをえないだろう・

　そこで次の開題は，産業構造は大きく変わっているのに経済講造は変わっていないということの

意喋をどのように考えるかということである・あるいは経済構造が変わらないことが産業構造の転

換にどのような特質をあたえているのかということである．その嚢鱗こ産業購造の変髭の内容とそび）

評懸について，簾をあらためて綾試することにしよう。

　霞　先端技徳産業と産業構造の転換

　あらかじめ，産業構造という概念について瞬確にしておきたい、先に遠べた経済機造にはその概

念のなかに生産縫孫を含んでいるのにたいして・産業撰進は一一定の生産縫係を譲挺とはしているが

壷接1こほ生産聡係を含んでいない凝念であると考えられる．すなわち産業構造とは，一麟のある鋳

婁鱗こおける縫会的分業体系としての諸産業の醗麗・纏戚簿造のことである。言い換えれ・ぱ産業を単

位とした生産力の具体的存在形態二構成．あるいは産業の綴藩からとらえた生産力権造が産業購造

灘
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である。そうとすれば産業構造の転換とは，生産力の発展による生産力構成の璽の変化，よ吟具体

趣曇こは主導産業あるいは基i軸産業の転換に導かれた産業の連縫講造の変イとであるということができ

る・ただし産業構造の具鉢的なあむ方やその転換は・政治や法律・縫会議関係，そして嬉外経係等

の軟懇とその変イとに影響されること，また逆に，産業購造（の変化〉が政治や法律．縫会諸経係等

のあ疹方に影響を及ぼすことはいうまでもない。

　さしあたり以上のように産業購造の慧瞭を蔑寇するとして，現在の韓本の産業擁造は，高痩経済

成長期に確立された重紀学工業牢心の産業講造から大きく変化していることは瞬白であろう。筆者

は雄渾透く前に「産業講造の転換について珪という譲稿を発表したことがあるが，その論讐は，高

度成長の粋緩みの崩壊によって・高痩成長を牽引してきた在来型の重化学工業は，露際競争力や霰

益盤iを喪失し，解体の進行の中で抜本的な産業再編成に取謬総まざるをえない事態に追い込まれて

いる産業轟と，生産力的には大権な発展はもはや望めないとはいえ合蓮乾と鼓術革新によって羅醗

競争力や駿益性を維持して今後も馨本経済の基軸産業であ鯵続けるであろう産業群とに分化したが，

全体としてみると羅本経済を牽引する力隷もはや喪失していること，代わってマイク賞エレクトロ

ニクス（M建）革命を中心とする新妓籍の展灘によって鋳報・オートメ経連産業が急速に発展し，

今やそれが新しい婆一ディング・セクターと葬儀することができる程の段購に達していること，

そして欝鞍・オートメ聡達産業を軸とした新たな産業構造へ転換しつつあること，しかし高度成長

期において蓄積された重化学工業髭の矛盾が鴇年代に爆発したにもかかわらず，その矛薦の講造は

解消にいたっていないばか瞬かよりいっそう深乾していること一一輪講依存の一屡の強化と貿易濠

擦の深墓苑・重化学二£業独轟と軽工業・中小零給金業との鰺差簿造に換えて・重化学工業内部の分

解を内包するにいたったこと，等一一，オートメーシ葺ン段隊にふさわしい産業講造への移行は，

高度成長期において形成・確立された内外の麟約条婬・矛癒を内包させたままの移鴛である緩解，

移管の過程そのものが内外の矛盾を深化させ，危機を醸成させてゆかざるをえないこと，等であっ

だ鯵．先の濡話でいえば，産業購造は転換しつつあるが，経済構造は本質的には変わっていないこ

と，そのために騒本経済は新たな矛盾を内包するに翌／）たことが親殺繕だということになろう。

　8§年代薦半における認識としては・以あのような礫解はいまからみても基本的には薦違っていな

いと思われる。しかしそこにはまだ多くの検討すべき課題が残されていたし，またその後の事懇の

展絹から新たに検討しなければならない課題も当然生じている．本稿では前編での緩討を前提とし

つつも，産業構造転換の意義の摺握と蒙本の特殊性の解鱗にかかわる論点に焦点をしぼって考察す

ることにしたい。

　侮よ酵もまず検討しなければならない開題は，生産力の発展にお1ナる産業構造転換の礫論的・籠

史的パースペクティブをどのように押さえ，そして醗在の購造転換をどのように種置づけるべきか

という譲点である、一般的にいえば，生塵力の発展を段曝的に区分する場合，そのメルクマールと

なるのは，一つは生産披講としての労騰手段であ鯵，そしてもう一つは蛙会的分業である。生産力

の堤段繕はこの両面から穣討されなければならないが，本稿ではもちろん縫会的分業体系としての

産業構造に焦点を当てている。ただそのためにも前者の労饒手段の発展段購と現段繕の位置につい

3〉　機構罫産業雛遊の転換について」〔群素地翻疫史学雪篭欝2弩，響纒年ぴ1）．

　心謎　『
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て，あらかじめ簸単にでも検討しておきたい。

　生産力の発展段繕のメルクマールとなるのは侮よりも労繰手段である．ダ労働手段の綾講や麟造

は，……人聞特有の労騒過程を特織づけるものであ鱗4／，労働手段は労働の生産性を左右する最

大の要素であるために，人聞の労縁読方は纏よ警も労働手段の雛発や改良に請けられる。それゆえ

軍資本論婁では，薪なにがっくられるかではなく，どのようにしで，どんな労繰手段でつくられる

かが，いろいろな経済的時代を区撰するのである．労働手段は，人糞の労働力の発達の灘嚢器であ

るだけではなく・労働がそのなかで背われる縫会約諾麗孫の表示器でもある貿と違べられている．

　それでは労働手段という視角からすれは，生産力の現段賠はどのように位置づ1ナら轟ることにな

るであろうか。この縫題についてはすでに侮渡も私見を違べたことがあるので要点だ浮を繰蓼返す

と，労働手段の登展段購は道具・機械・オートメーションの三段繕に大きく区分することができる。

オートメーションは機械の麺長線上にありながらも機械を超えた新しい段階における労働手段であ

る。馨本では生産過程にお締るオートメーシ葺ン｛鑛まコンどユ一夕が第三遷代にはいった嬉6倉年代

の後半からはじまるが，まだこの段踏では葺ンピュータによる生産の§動化は大量盤産型の琵大企

業の新鋭二工場に駁られていたし，麟御の仕方もいわば機械体系の躰からコンピュータをオンライン

で繕びつけるようなレベノレであった。しかしM露華壷が本格イとする8暮年前後から，コンピュータ

が部贔として機械にはい撃込み（メカトβニクス姥），情韓技術と機械とが…体化した労饒手段で

ある産業璽韓ポット・残C二£作機械，マシニングセンター（MC〉などが急速に普及し・そして

メカトロニクス機器による生産遍程全鉢の体系姥（FM8＝Flex瀬εM議蚕act獣塗馨Syste盤）

が進むなど，オートメーションは鼓嬉的に新たな発展段踏にはいるとともに，琵会的にも大量生産

分聾だけでなく多贔種小量生産分野にまで，また大企業だけでなく中小企業にまでオートメ化が進

んだ・現代嫁すでにオートメーシ望ンが縫合における支醍的な労働手段となっていることは瞬らか

であろう、M駐革命という罵語で集約的に表醗される現代の驚鞍技術革命の意義は，鱒よ鯵もま

ず労働手段の新段縷であるオートメーシ雪ン段購を確立したというところに見いだすことができる

のである轟｝。

　以一しのことを確認した上で，本題である産業構造という籍癒から生産力発展の堤段繕を検討する

ことにしよう。生産力の発展は綾衛の発展を基礎としながらも・社会的分業の発展としても堤象す

る。ダー民族の生産力がどれ・ほど発展しているかをもっとも整然と示すものは，分業の発展であ

る」驚。産業構造は産業レベルでとらえられた社会的分業体系であるから，生産力の発展は産業構

夢　　マノレクスゼ資本論遺筆i躯（大月全集懸i〉23暮ページ。

5〉　瞬一L。

嚇　　オートメーシ葺ンの特籔や接穂発展にお雑るオートメーシ欝ンの位置等については，嶽穰「捜霧発展の諸竣購ま

　　（ぎ麟学論集孟第4§巻第3号，欝77年鴛月｝，瞬「オートメーシ欝ンと縫鞍飽三（一と『鱗雲第54巻第董号．i鰯

　　年7月，峯ぎ属望第55巻第i号，讐8病弊7舞｝等参熊．

　　　ただし簸狂革命や構鞍免の意義は生産妓籍のオートメーション紀という視点からだ酵で謬簸できるもので

　　はない．醗詮革命の意義の総体としての穣討縁，揺稿「M狂化・籠輻乾の評麺をめぐって鍾ぎ土地講度史学曇

　　第至難号，重鰭i年i月〉参窯．

7｝　マルクス「ドイツ・イデオ貸ギー」（罫マルクス・エンゲルス全集曇第3巻，大鰐欝唐〉算ページ。
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造の段結約発展としてもとらえられる。それでは産業構造の発展段薩はどのように区分され，そし

て現在の産業構造はどこに綾羅することになるのだろうか．資本主義経済における産業構造の発展

段購については，これまでさまざまな運譲にもとづく産業区分と段縷区分が提曝されてきたが，工

業にかんしてとりわ酵広く採罵されている区分は軽工業と重化学工業という区分であろう．こうし

た区分は必ずしも科学的な産業区分ではないという議論もあるが8｝，しかし軽工業と墨髭学工業と

は産業としての穫賂1こ段階的・籠躊的な差異があると思われる。講者の櫨違を擁挙すると・⑤軽工

業と匙べて重建学工業は必要羅定資本の糧模がきわめて大きいこと，すなわち軽工業は労働集約的

産業であるのに請して垂死学工業1ま資本集約的産業であること，⑨それゆえ資金講達を株式発行や

銀行借入れに依存することから株式会縫麟箋が一般飽し，また銀行資本と産業資本との癒養・結合

を必然免させたこと，＠軽工業では不熟練労働・難純労働が圧簿的であるのに対して，重化学工業

は技術的に高慶であ警，機械熟練労働や技術的労働など質的に高い労働力の箆率が大きいこと，＠

重建学工業は甕接的あるいは閥接的な軍事産業でもあること．⑥重化学工業は経済縫合のインフラ

としての樵路が強く，またコンどナート等の大観摸な立地．公害開題等，その存在§体が縫会に及

ぼす影響が大きいなど，祇会姓が強い産業であること，㊨これらのことから重絶学工業は政治や政

策の動鋒1に影響されたり．躍家による音域・支援や媛講等の羅家介入を受ける場合が多く，それゆ

えまた醤家との癒善が蓮こ翰やすい産業であること，等である．これらのことから，軽工業，重建

学工業という区分は資本主義経済の発展段繕を区分する産業的な基準として有効性をもった区分で

あることは聞違いないだろう．すなわち，…般的に資本主義の罷展段繕は嚢虫競争の段躇と強姦資

本主義・帝露主義の段躇に区分されるが，産業的には壽由競争靉靆は繊維を中心とする軽工業が大

きな銘重を霞め．独霞資本主義・帝馨主義段繕では重化学－業を基軸とする産業講造が影威される

のが一般的である。叢い換えれば，重化学工業は猿姦盗本主義の勅質的・産業的基盤としての難路

をもっているのである。

　ところで，今響の祭本では，麟稿r産業購造の転換について」で遠べたように鋳報・オートメ絶

遠産業を中心とする先鵡技衛産業が新しい婆一ディング・インダスト婆一となっており，それを基

軸とした新たな産業構造に転換しっっある．縷説しなければならない課題縁，この新たな夢一ディ

ング・インダスト婆一およびそれに主導されて形成される産業講造の内容や姓穏をどのようなもの

としてとらえるのか，そしてこの新たな産業構造は重化学工業とどのような縫係にあるのか，鵡的

にいえば，この産業・産業購造は重化学工業段繕の中の新しい段購なのか，それとも重建学工業段

8〉　たとえば，中材静治罫戦後欝本の装備革新毒（大薄青店，鯵7§年〉玉7轟一誓§ページ．

　　　豪た替鑓審二顛氏は，軽工業と叢工業とは勃簿の撫■1に立韓しているという点で其通の盤質をもつが．生

　　学工業は電子を穀象とする工業であるから軽■二業や蟹玉二業とはまったく異なる，化学■至二業には製鉄業や金霧

　　霧鐘業も含まれ・る・また電子工業とも共通の盤i質をもつ，とされる（村蜜畜二躯ぎ産業総論雲艮本評論無，塾逡9

　　年，第4章）。蔭聴に擁する議論であるが、にもかかわらず産業の科学綾織的翻葱からではなく産業としての

　　籠会的経済麟意義・特徴という縄葱からみ轟ば・建学工業は重工業と共通する癒が多く・軽輩業と垂死学一£業

　　というくくり方は糞婚性をもっていると考えられる。
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結を超えた新たな段賠なのかといった閣題である勢．

　その前に禿螺妓籍とかハイテクといわれる妓籍や，先端技術産業とは具体的には韓かということ

を醗確にしておかなければならない・今蔭では原子力や宇塞雛発，航空機．ミ号イルなどの巨大シ

ステム璽の技術や醗究瞬発と，三大技簿革新といわれるマイク蟹エレクト讐ニクス（ME），バイ

オテクノβジー，新素秘を代表とするいわ締る軽薄蔑小型の製品生産にかかわる技講革新の西方を

含めてハイテクといわれる場合が多いのであるが，しかし後に遠べるようにこの講者は少なくとも

これ豪でのところ歓会的経済的意義や役麟は大きく異なっている．蟻的にいえば前者は軍事的先端

産業であるか非毒場的な産業であるが，後者は民需主導の禿嬬産業である．現実には講者は梅互に

浸透したり影響を及ぼし合ってお穆，またたとえば舞じく宇蜜麗発といっても，アメ華力は璽事と

しての色彩が強いのに魅して馨本では精穀選1盤産業の一部としての牲賂が強いといった違いがある。

しかし本来釣虻は両者は劉纒の範躊に属する妓籍（産業）として匿翳して議論すべきであると思わ

れる．以下しばらくは，先婦披講あるいはハイテクという耳叢吾を後者の軽薄短小型の鼓衛1こ限定し

て難いることにしたい。

　それでは上のように畷達した現代の先蟻技術はどのような特徴があるといえるだろうか．主な特

徴を鮨擁すると・第…に場代はナノテクノロジーの時代とか，新単線革命とかいわれるように，こ

れらの技術慧原子さらには原子核レベルの科学的欝究とその離郷を可籠にするような超糖密な糠工

技術の発展を基礎にしていることである期．

　第二に，最近の妓籍革新はその多くが欝鞍に驚保していることである．三大技徳革新の串でも現

在毒場規模が猛鱗的に大きく，違い将来においても中心的な地位を羨めるであろう妓籍はM詑で

あるが，ME革命はいうまでもなく精…綴妓籍の響期的な発展であむ，集積嚢露鋒（至C）の集積度の

飛躍的癖一とと縁懸格化．轟晶質此を基礎として，椿鞍甦礫労働手段であるコンピュータや通信披講

の革新を推進し，騰鞍の叡集・蓄積・分観・計算・分類・伝達などを迂遠紀・高度化しようとする

ものである．バイオテクノロジーは生勃体の遺伝惰鞍を護る○翼Aの解覇を基礎として遺転子を総

み換えた辱，纏胞離合等によって有繕物を作絵鐵そうとするものであ琴，しかも将来隷バイオコン

ピュータなどバイオエレクトPニクスやバイオオプティックスといわれるエレクトロニクスや光テ

クノ冒ジーとの醗合技徳を生み鐵すことが難待されている．また新素材もその内容や絹途は葬常に

多様であるが，現在のところ半導体や尭遜偏のための材寒季としての舞罵が大きな箆重を霞めている・

このように最近の先婦技構は鋳鞍技衛革新としての性擦が非常に強いことが特鐵である。

　そして第三に，これらの発端長徳は諸披講を離合し，また諸産業を離合する性格をもっているこ

とである．特1こ欝報妓籍は，それ趨身は嚢接ものを作り篤したりするわけではないが，生産技術や

羅事技衛をはじめあら締る分野の技術と結合し，また離合してそれらの技講を変革するところに特

徴がある・先に遠べた生産妓籍二分饒手段におけるオートメーシ葺ン段繕を確立したのも・鋳鞍被

弱　たとえば，一三宅悪趣氏は今欝の産業構造転換を「重姥学■£業段曝にお雄る新たなる綾羅窪ととらえることを

　　1三張されている（三宅思慾「産業構造転換の分蟹叢角と方法」擁島久一縫縮罫欝本産業の馨際的講整圭新藷

　　論．欝欝年，琵ベージ｝。しかしそうとらえるべき理鎌についての鶴撤緯な説鱗はない．

玉紛　其侭的には、たとえば・三橋幾宏罫詫鵡妓籍と譲本経済圭（暑濃霧縫，欝麗年〉第玉章参照．
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詫　替1饗本経済の簿造転換とその評緬について

衛が生産妓籍と離合（鳳メカト賞ニクス化〉することによってである覇．

　以上の披講的特籔をふまえた上で，椿隷技鰯を中心とする現在の完端披講および完螺技術産業が

どのような歓会的経済的意義をもつものであるのかについて縷説しよう．その鰹．突端披講産業を

雛束の重化学工業と薄髭す』ることによって，愛代のハイテク産業の特鐵をよ彗明確にするとともに，

垂秘学工業との溺係をどのように遷解するべきかという問題を考察することにしたい、

　霧代の先螺妓籍産業は，後来の産業分類からいえばその大難分が重化学工業に含まれることは鱗

らかであるが，しかしながらこれまでの重建学工業とはかな瞬異なった性賂をもっている．最大の

特徴は在来重化学工業が資本集約型の産業であるのに嬉して，先蟻技術産業は藩究雛発集約型ある

いは知識集約型の産業であることである．逐年は先鵡披講麗係6）多くの企業や業種で雛究麗登費が

設備投資額をはるかに上懇るようになってきている恥・また雇灘者の権蔵においても科学妓籍者

の姥率が非常に高い。

　その一とで涯馨しなければならないことは，先端技術（産業〉の発展は，縫来の企業や産業のあむ

方に帰して大きな変化をもたらしてお穆，また今後さらにもたらす可籠姓があることである．まず

第…に，姦来重建学工業は一般的に窺模のメ夢ット潜大きく，その発展方海は大量生産姥．羅大化

であったが，近年はFMSなどメカト饗ニクスによる多品種小量生産の嚢動化が技術的に可籠紅な

ったこともあ吟，労働編成の柔軟化など多品種小量生産を実現するためのフレキシブルな生産シス

テムの構築が企業の決定的な戦略課題になっていることである。このことはまた矯模のメ婆ットが

必ずしも働かず，たえざる技術革新と継続的な新製品雛発が金業の浮流を淡寇する顛癖が表すます

強まっていることでもある。大蔑摸金業は遜速な意志淡定と小濁管のきく企業活動を可能にするた

めに，事業部舗や子会社，溺会琶方式を採駕するなど，震摸のデメ婆ットを醤遷するために腐心し

ている。とはいえ…般的には，大金業ほど長期的な醗究絹発やハイテク分野への糞域投資などが璽

能であるために，ハイテク競争に有露な条件をそなえていることは瞬らかだろう．

　第二に，とりわけ椿報銘の進展は企業における直接的生産邊程のヂ無人化3を進めてその地粒を

梅録的に低下させるとともに，0汽とFAの一体化，さらに生産と醗究麗発や設計，流通，簸売

との統合靴を推し進めていることである・現在・C要M　（薫C（）雛舞ter麺艶9嬢総δ蒼萱a獄董捻。無r塗妙

と§手ばれるコンピュータによる統揺生産システムの講築が金業の経営戦略の縫となっているが，こ

うしたこと1ま・現代の生産的企業の生産様式は・鍵来のような嚢接的生産過程にお継る後衛と労働

のあり方に焦点をあてた機械講大工業段酸のイメージではもはやとらえきれず，大工業を超えた生

産簾式すなわち労働手段のオートメーション段躇に適合的な生産蟻式への移行の遍渡難にあるもの

としてとらえな謬れぱならないことを示しているのではないだろうか融、

　第三に・先蟻技術産業はその産業の生産勃が在来の諸産業に浸透し・それらの産業の生産方法の

革新（プ醤セス・イノペーシ璽ン〉や生産勃の革新（プロダクト・イノベーション）によって産業

恥

鋤
圭3〉

燐鞍の緩怠やその意義についての評纏は，雛稿「惜鞍建・労麟・生産嶽式」（『商学論集蓋第57巻第玉

琴．灘総年8弩〉参窯。

握＝藪文雄望ノ、イテク叢書舞のノ｛ラダイム蚕（中央公論塗上，玉99至舞舞参照。

懸縞織獲1免・鋳蟻免の葬懸をめぐって」〔鋳掲／参窯．

避
3
評
無



薦　　学　　論　　集 第§董巻第2肇｝

を》ストラクチャサングするうえで決定的な役割をはたしていることである，逓年．最近の妓籍革

新と撃わけ情鞍｛とによって産業，業種の埴根が低くなり．樽互乗吟入れによる企業懸の新しい饒争

関係や臨力縫係が生家れていることをさして，醜業紀とか業際建という言葉が政癖幾孫の鞍告書等

で広く使われるようになってきたが賜，その婁葉の当否は驚として，現在の禿端披講（産業〉の

特徴をとらえていることは瞬らかであろう・完端技衛産業は馨らを基軸として窪来の諸産業と披講

的・産業的に連関する新たな産業構造を影威しやすい披講的特質をもっているのである。また精報

｛ヒは企業闘・産業閥の連関を猜鰻にもとづくネットワーク的でフレキシブルな縫係に変えていくと

見懸されている難．しかし糧婁には，嬉鞍ネットワークはピラミッド的な企業連縫講造をさらに

強絶する手段としての役割を主要にははたしているといえるだろう。

　これまでは環代の先鵡妓籍（産業〉の意義と特繊を，妓繕と工業という饗嚢蚕から綾毒したのであ

るが，さらに注巨彗すべきことは，鑑端妓籍産業はも隷や従来の枠での「工業まを超えていると考え

られることである、たとえば椿報関連産業の中で，鋳鞍麩遷サーどス業，ソフトウェア業，椿鞍建

供サービス業（データベース業／などの靖鞍サービス業は産業としての擾擾はまだ小さいとはいえ，

今後ソフトウェア業を中心に急速に坤びて瞬くと考えられている雄・しかも特にソフトウェア聡

発は貰ンピュ一夕メーカーやコンピュータ朝霧企業が内生する場合が多いために，その生産燭模は

÷分には挫握できないが，最這ではコンピュータシステムの懸緒・に霞めるソフトウェアの凝念は9馨

％にもなるといわれているほどソフトがハードをはるかに一と籔っている。運譲的にとらえればソフ

トウェアは特殊な労働手段であり，それを製作する活動はサービス業ではなく工業であるというこ

とも可菱であるが，それにしても鶴来の工業凝念からはみでたr工業」であることは瞬らかだろ弘

　講繊のことは醗窪雛癸についてもいえる．駐本では製造業における醗究灘発費が86年にはついに

設備投資額を■と鐸るまでにな瞬，今や馨本の製造業はrものを造る集瞬謹から「ものを考える集1モ麹

へと変身しているという諄無籍さえ遍震ではない状況である。醗究開発が製造から旛講的に講堂

し，それ自体が・一つの産業となるとすれば，そうした奮業はサービス業に分類されることになる、

まして先端披講産業は醗究醗発のウエイトが葬常紅高いが，製造業における醗究器発のウエイトの

増大は一£業のサービス業化ということになるのであろうか。

　いずれにせよ製造業の醗究薦発産業麹や繕鞍サービス，醗究支援サーどス，それに！ヌース・レン

タル業などの産業支援サーどス業の発展は，穫i来のような第二次産業と第三次産業という鼠黐をま

すます権繋佐させ，また離合化させていくと思われる。ただしこのような傾向の進展1嵐縫来の生

産的金業が生産そのものから次第に離れ，たとえば生産は磐園に移したり麺企業1こ依存して自ら縁

懸甕鰻発に特化するような企業活動が支醍的になる璽籠性もある（ファブレス化）。璽にアメ夢力

i灘　通嚢産業霧産業致策／，藝編捻茎長紀魂業歓会」）基本構想蚕（通義産業講糞会，欝縄年〉，欝澱健一一野業鰹紀と藩

　　難化一一””産業鍾会へのインバクトー一■一一一1‘嘗斐購．懲盤年〉等参照・

藩1　濫褻産業省巌業敷策驚編罫企業蟻鞭ネットワークま（コンピュータ・三一ジ桂，懲85年数郵政省懸盤致策縄

　　編『ネットワーク塑産業購遷と経営薄舞，i（大蔵省霧海ili講，欝蟹｝年）等参難，

綿／　灘蒸麗業省絵窮暮暮奪汐）靖鞍産業ビジョン婁（通繭産業講糞会、懲87年〉，通嚢産業雀機械綾鞍産業講籟『2暮合鳶

　　年のソフトウェアメ、韓ま（コンピュータ・エージ廷．雄87年）等参照一

至7）　麗蓋文雄7ハイテグ妓籍のパラダイム雲（箏捲｝第2章参蕪．

ε
F
3



詫　材1講本経済の構造転換とその諄懸について

では，こうしたファブレス金業が成長企業として注嚢を集めている軟撹であむ，新たな産業・産業

構造は生産の空溺死を促進する可能性をはらんでいるのである。

　ともあれ以上のことから，先端妓籍産業は鍵来の重化学工業ではとらえきれない新たな内容をも

った産業であ吟，そしてそれに主導された産業講造の転換は，重化学工業段購の中における新たな

段購というよ鯵も重死学工業段購を超えた生産力の新段講への移行であ蓼，しかももはや従来の

郵工業まという枠を超え，二£業とサービス業等を鬱金乾しながらの総体としての産業構造の転換だ

と考えられるのである．

　その一とでもう一・点援討しな暮す津L善まならな駈、霧無点は，琴芝代の先端技律至産業と，鞍手幾冷戦の中でアメ

婆力において形成された軍事関連の先蝶産業（薦克駐氏がかつてアメ縫方について分観した王B

体系／との縫孫をどのようにとらえるかという醗題である。その検討によ・）て褒代の先端妓籍産

業の特織と意義はより具体的にとらえられるであろう．購氏の議論を簸単に振り題ってみることか

ら始めよう．

　アメ婆力では第二次大戦後．従来の産業諸部霧とは難路を異にする新たな産業が展鵜し，そ蕊が

アメ琴力の産業構造全体を燦達する地位を霞めるようになった．具体的には原子力，コンピュータ，

ミサイル・宇宙翻発等にかかわる諸産業である。これらの産業は，科学妓籍革命に規定されて新た

に登場し発展した産業であるとともに，戦後アメ夢力のとった冷戦政策遂行の勃質的基盤として，

隣家的に書成・支援されて発展した産業でもある。南氏はアメ撃力の工業センサスの組み替えを通

じて，生産手筋生産関連蔀轡至を「在来からのもの亙Aと戦後新たに生成あるいは展醗をみる生

産手段二慰して軍事驚連都響董9との二範薦へ継分ま黝し，至βと玉A　（在来重化学工業／，1茎

（溝費財産業〉との幾係を綾試して玉露はその労働力編絞（高い箆率の科学披講要員／において

も，醗発瞬発投資（勅的設備への投資を凌駕するほどの膨大な額，その大濠分が撰家資金／において

も，玉Aとは綾羅的・籠躊的差異を含む高度科学産業の体系を構成してお蓼，しかも童舞はi　Aと

は披講藏でも毒場面でも絹一姦に劉系統であることを論議された。そして董黎は曙経済法灘毒的と

いうよ瞬まむしろ罫政治的罵軍事的必要書の原遷によって強力に欝欝され，続抵された…一体系」潮

であ鯵，涯冷戦糞帝馨主義のKey瞬6撚trlεs，アメジカ準超縷家妻（｝僧職ltの物的基盤盛細であると

位置づ雛られている．

　玉総体系1ま2§穫紀科学披講の革命的発展を背景にしているとはいえ，冷戦の下での浅家的必要

罵支援によく）て祷めて生産力銘されたものであり，本来長難的・安定的な産業た瞬えない。にもか

かわらずそれが難大な生産力体系と化し，しかも一一講における主導産業として展麗しえたのは，ア

メジカにおいてのみである．だがいかにアメ亨力といえども，至9体系を長甥にわたって維持し

鉱夫させ続けることは矛盾を深灘化させ，ついにはアメ夢力経済そのものを擬善嶺すことになる．

購氏は弩8の麟家強姦的郡軍事的統体としての不断の維詩二再生産の必要と，それを支える経

済編環プロパーとのあいだの嬉毛薦鋤を，そして葺3の量界的展鵜による「軍事的二挺雰的統体と

雄1　薦吏E「アメ婆力資本主義の籠史的段轄」

欝｝　講一｝二，雄ページ、、

2翁　講｝二、2韓ページ、．

2葺　講1二．28ページ．

ぎ圭蟻凝度史学漂第47号，欝簿年5薙）9ページ。
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しての嚢らの維持羅再生産の必要と縫方そ為を支える経済籍環のアメ婆力二一瞬的な枠緩みとのあ

いだの靖癒蟷を輪戦淫帝錘主義の主要矛盾ととらえ，その矛盾の現趨として次の二点を捲擬す

る。一つは，亙Bの発展は亙Aや嚢の発展を導かないばかりかかえって往来諸産業の発展を麟約

し，衰退させることである．それ．は，墨3体系の形成・発展が匿アメ誓力においてのみ，ただし

それも膨大な軍事基幹部絹の麟餓としてこの不生産的部面への最先蟻・中核的な経済資力の極鰻的

に懸斜的な投入，集中的な濃費を通じてのみ，したがってまた一般算経済領域の停滞と犠牲におい

てのみ，可能であったという関係ま惣からであるが，具鉢的には．資本の蓄積基盤が高い羅潤率と

安定した市場が保薩されている至難に移行し，科学披講も人も資金も亙狂に瀧れることから生ず

る．玉縁はいまや冷戦のための職給的薫軍事的必要達であるだけでなく独占資本にとっての

『経済的必要達ともなったのである。そしてこうした襲孫は，蟹際的には董8におけるアメ夢力

の涯鱗的優鍾と，在来型諸産業におけるアメ賛力の競争力の低下を招くことになることも瞬らかで

あろう．そしてもう一点の矛盾は，至9の強行的麟灘はアメ婆力経済への「軍事螺インフレ的薯

積機構の麺鴬的な触搬一塗∫躍であるために財政亀機とインフレーシ薫ン（スタグフレーシ蚕ン／

を必然姥させたことである。それについては多言を要しまい．

　以上が醗氏の議講の要点であるが，それではこうして形成されたアメ夢力の軍事的先鵡産業（墨B／

と，囑代の先端技籔産業との縫係はどのように蓬解されるべきであろうか．まずこれまで述べたこ

とから癖産業を婦箆すると，どちらも科学・醗究騨発主導の産業であるが，①至βは軍事主導の

産業であ琴，露場解主に蟹家に特定されているのに対して，現代の先端技術産業は民需主導であ辱，

露場が不特定であること，⑫前者は巨大システム墾の産業が中心であるのに帰して，後者は軽薄煙

小型であること，③麟者は少数の巨大企業による寡毒であるのに鰐して，後者は寡叢ではある撚新趨参

入も活発であり，また新製品顯発によってシェアは絶えず変動するなどきわめて競争潜激しいこと，

⑤藩老は毒場経済とは異質であるが，後者は議場経済に適合的であると考えられていること締，

といった差異を見いだすことができよう。

　また在来諸産業との関係においては．置9は在乗詰産業とは紙絶してお吟，その産業の発展が

在来諸産業の発展を導くどころかかえって羅害することになること，すなわち亜鷺体系は自らを

主導とする安定的な産業講造を作鯵えないのに蝿して，場代の先端披講産業の場合は・先に遠べた

ように夜寒諸産業への浸透瓢融業が特徴であ鯵・重髭学工業段購を超えた新たな産業構造を主導す

る役麟をはたし得るのである。

22）　購売登「戦後資本意義徴鼻再纏の基本的性格（承灘南　（法政大学事経済葱躰圭第43巻第2琴，欝欝年7メ診玉鴨

　　ページ．

　　購売氾罫鞍後資本窯義貴暴再編の基本豹樵路鍾ぎ経済志躰垂第42巻第3碧，鯵74年難月〉63ページ．

　　南克巳「鞍後姿本藁蓑機舞再編の基本的惟格（承蕪難聴掲．i7iベージ。

　　ただし購鞍姥等が市場経済に適合的であるといいきれるかどうかについては漢璽な穣潜が必要であろう。実諜．

　　市場経済と驚鞭紀との矛虞をとく難解も糞力である．この縫題については灘の機会に躍譲的に検窮したいが，

　　欝鞍死と唐揚経済とはアプサオ獅こ適合しているとか矛腐しているとかいうものではないだろう、ただこ

　　こでは堤象的紅，齢年衆垂ま一方で聾盤化・藩灘免が進展し，縫方では欝雛メカニズム蚕簿の新毒懸憲嚢が麦

　　醗的イデオ霞ギーとなったこと，しかも繭煮が後春をi総鬚起する横縫（の一・つ1とさ轟たことを念頭におい

　　ている・なお擁積fハイテク化と欝本経済について」（罫経済選欝欝年5月聾〉参熱、

23〉

2毒
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麓　替1講本経済ぴ）構造毅換とその葬簸について

　以上のように，王9と翼代の先螺披講産業とは対’顯的な姓整をもった産業である。しかし講時

に，饗代の先端援徳産業は亙露の転記という繕藏をもっていることもまた確かであろう。戦後を

代表するような革新的技徳のほとんどは，第二次大戦中あるいは戦後冷戦の中で軍事馨的のために

馨家的に瞬発が進められたことを綴発点としておむ，アメ撃力ではそれが1駐産業として確立し

たといえる．講授が董鷺体系を桁饑して礫論化されたのは欝§9年代のアメ箏力の再生産構造の分

辮を通じてであったが，饗代からみると，その後玉露体系は二重の意駿で分化したと考えること

ができるだろう。一一一つは．i8の軍需と民需とへの分姥である．亙露棒系は，6§年代末までは基

本的に軍事敏存・醗家蟹存の披講であ箏，童業であった．しかし麟家舷存＝軍事依存だけでは産業

としての発展には鞍鼻があることは瞬らかであ琴，部分的であれ民需髭への取鯵纏みはたとえぱ核

跨発の平壌舞購としての原子力発電の実矯化や一般環途癖けのコンピュータ鱒発が5§年代から聡始

される等，かな讐撃くから始まっている．だが至3の民需転換を本鶴髭させたのは特に冷戦戦略

が破綻した騰年代においてであろう。しかし襲需匙については次の二点を捲接しなくてはならない．

第一一一に・民需転換は決してなま易しいものではなく・軍需としての牲鰺を容易には払拭しきれない

ことである．表してレーガン政権の下での軍拡の再簾速は民蕪転換をかえって選らせることになっ

てしまった．そして第二に．民需転換といってもそれは歪βの全体としての民需絶ではなく，軍

事と饒需とへの分乾だということ，しかもその分化は不十分たらざるをえないことである．つ蛮瞬

饗氏のアメ1フカでは突端披講産業は軍事的先端産業と罠需的先輪産業との爾系統に分かれているこ

と，しかしこの露系統の分離は不十分であむ，縮互に絡み合っているということである。言い換え

ればアメ》カの場合は，冷戦の矯定性から幾需主導の先端妓籍産業は玉露の疑需転換としてしか

登場しえなかったのであるが，それは軍事を弓捲ず箏ながらの転換であるということでもある。そ

して最遠ではそのことをむしろ逆濡して，先鵡技術を軍疑函霧（竺6黙無se総。抽G裕驚y／と位置

づけて軍事力強化と襲霜先鵡産業の強髭を購縛に遽求する技術戦縮の採簾に頷いているとさえ思わ

れるのである蔦｝。

　もう一つの分｛ヒは，それと密接に絡み合うが，距大システム型と軽薄矯小型とへの髭端披講（産

業／の分化である．しかしアメ婆力の場合，単純に繭煮は軍事妓籍（産業〉，後者は琵零とみる談

にはいかないことはもはやいうまでもないであろう。

　それ1こ帰して酵本の場合．先端技術産業は至9の披講導入として醗始されたが，巨大システム

型，軽薄短小型を調わず秘めから民需を弩的として官民編方して育成されたことが特籔である。そ

して全舞として隠年代に産業としての自立を絹始し，特に紛年代にはM狂革命が本格化し、椿報

技術を軸とする軽薄篶小型の先蟻妓籍が実綿化箪商業化の綾羅に移行し，究螺鼓徳産業が舞本経済

の基軸産業となるとともに緩鰹競争力を獲得して輸鐵産業化した．瞬時に在来型の重牝学工業の多

くも，R癒革命による製品や製法の革新によって驚年代の危機を鋭して再び緩諜競争力を取絵戻

した．すなわち畦本の場合は，先磯鼓衛産業は技術的には玉露と連続性をもちつつも，産業として

26〉ポスト冷戦と財致雰宇によって軍事費の大霜灘織が避謬られない献流であるにもかかわらずアメ夢力のr軍

　　民転換3が露難である事鋳について，藤鰹藩曙冷戦経済書解捧の遂…㎜アメワカにお謬るぎ軍畏転換濠は

　　鰐籠か一…㎜考（多経済毒欝92年6月勢〉搭参考になる．
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醸　　学　　隷　　集 第載巻第2弩

は玉露とは購鱗の籔蘂の体系として成立したということができるのである。

　以上述べたように，至9はそのままでは新たな安定的な産業癖造は実現できず，先蟻妓籍産業

へ藪化することによって補めて産業・産業講造の新段購へ移行できるのであるが，アメ夢力がi露

の疑需転換として先端技術産業を確立するより早く，あるいは軍事の尾を瞬きずりながら渓需髭

を進めているうちにいち畢く，務めから疑霧を震撼した醗発が進められていた舞本で嬉鞍・オート

メ閣連産業を中心とする軽薄篶小聖の先端妓籍産業が展麗し，そして髭端技術産業を軸として在来

諸産業を巻き込んだ応答的な産業構造の購築にいち擘く進んでいったのである。金賞の先端技術産

業をめぐる疑氷の趨違の根本はここに求められるべきではないだろうか27｝。

　鐡　霞本の産業構造転換の特質一一経済構造とのかかわ蚤ナ

　異本の現段賠の生産力を歴蜜的・遅譲的に位置づ轄ると，繭籔で縷説したように，現段階の生産

力は労働手段の綴藷からいえば機械を超えた新たな段賠の労饒手段であるオートメーションぶ支配

的となっていること，すなわち場代は道具から機械への蔑躍に次ぐ第二の飛躍の段贈であることで

あり，また産業構造の綴灘からいえば重化学工業を基軸とする産業構造から兜蝦妓籍産業特に嬉鞍・

オートメ雛連産業を主導とする産業構造へ転換していること，すなわち軽一蓋二業段階から重紀学工業

段賠への飛躍に次ぐやは穆第二の飛躍の段購であることである．場代は生産力の登展段露を区分す

る二つのメルクマールである労働手段と縫合的分業罵産業購造のどちらの綴癒からしても嚢藝鋳銭的

な生産力の新段購への転換難であ鯵，そしてこの講者はいづれも，M盆革命を中心とする先端技術

の発展に負っているのである。

　生産力の新たな段階への発展は新たな生産関係を要求する。その生産縫係の具体的内実は生産力

によって一義的に決まるわけではないが，灘代の生塵力はその披講的性賂から，機械鰹大工業を超

えた生産様式を準備していること，そして重化学工業段購を超えた新たな産業構造絃独毒資本主義

を超えた生産関係の産業的基礎となり得るということができるだろう・

　以上の源選i的な確認の上に立って，具体的紅茸本の現在の産業携造の転換を経済構造との鑓孫に

おいて験試してみよう．

　まず羸痩経済成長期における経済購造と産業構造との関係を撮む返ることから始めたい．産業露

からみた馨本の高度経済成長期は，飼よ鞍も重化学工業髭として特徴づけられる。畦本の大企業は

先進羅へのキャッチアップを嚢捲して外醗から鏡って披講を導入し，生産牲の海上と品質改善，そ

して駆大化に餐存して窺簸懸に遷蝶競争力の高い重化学工業を作吟上げたが，こうした重紀学工業

は，第一簸でみた響本の経済構造と一体不再分なものとして形成されたのである．企業闘格差支醍

購造や労働者櫨互闘の格差構造，そして馨本的労健雛係等は，重建学工業独霞資本中心の強蓄積と

緩際競争力強化の手段・源泉として形歳無体調化され，疑本の重化学工業を篶期難で盤雰のトップ

27｝以上のことについて，晦克巳氏の至諺体系論を縷試した譲稿「現畿資本憲義の生産力構造」（東蕊大学罫経済

　　論叢遥第鴛マ巻第正号，鰺8豊年董鐵，および薦氏の箆解にかかわって，ハイテク産業にお轄る軍事経連と裟事中心

　　との分紀の羅題と疑氷のハイテク産業の樵箔み執達につ恥て縷説した雛稿「蟹灘競争力鶏題と披講革新一…一疑来

　　箆較を中心に一ゴ〔ゼ経灘欝欝年1月鋤を参聡されたい．

6倉一



北　材藷1本経済の購遊転換とその誕懸に一）いて

レベルにまで発展させる上で決定的な役割をはたしたこと，また政癖は，こうした経済構造の影戯

と重化学工業｛ヒに向けて積極的に支援・書紋したこと等を詳論する必要はあるまい・

　その上で穣離しなければならない縫題は，特に齢年前後から先婦技備産業を軸とする産業携造へ

の転換が進行しているにもかかわらず，経済購造は高度成長難に形成された経済構造から基本的に

は変わっていないということ，逆にいえば，経済構造は変わらないままに灌業構造の重化学工業綾

織から先蟻妓籍産業後結への転換が進んでいるという事実をどのように認議するべきかということ

である。

　すでに瞬らかにしたように，そもそも先端技徳（産業〉は技術的・産業的に在来諸産業と矛盾・

講航する霞孫にはなく，むしろ在来産業の発展に寄与し得る関係にある。それが玉鬘体系とは決定

的に違う点であり，だから産業構造転換は経済講造とは澄接関係なく進行し得るともいえるのであ

るが，しかし渡蟹しなければならないことは，この経済構造の存在が産業購造の転換をスムーズに

進行させているということである。真棒的には．たとえば在来の企業潜先蟻技衛分野に進饑した甑

ロボットなどの先端技徳を生産遍程に導入する場合，最大のネックとなるのはそれに伴って職場や

職種が変わる等の労働内容や勤務条件の大纛な変更にたいして労働者を協力させられるかどうかと

いう聡題である。しかし多くの場合，企業は鶉講主義的な労緯の協力によって醗転，鐵肉筆がスム

ーズに行え，また労働織綾のフレキシブル化を遂行しえてきた．またピラミッ，ド的な企業闘システ

ムの存在は，繋金業が新事業展醗などフレキシブル化を昌毒す場合に，それに合わせて下請の選購・

再編成を鴛って対’応ずることを容易にしている。それに先端披講産業の企業も，もともと在来産業

と麟隷に馨本的労使関係とピラミッド的下請システムを零彌した蓄積体麟を構築しているのである。

つま箏馨本では，高度成長期においてすでに蟻狂披講革新を受容する基盤ができていたのであり，

艮本的経済構造を基礎としているからこそ産業購造の転換がスムーズに進行しえたといえるのであ

る。

　こうした関係のもとでの産業撰進の転換は．先婦技術産業の発展が在来重亀学工業を衰退させる

のではなく，藩老の発展が後煮の婆ストラクチャ婆ングを援助するという形で進行することを可能

にした。貸本の場合，産業講造の転換といっても齪来の産業はM狂等の先端妓籍の鰻鞍によって基

本的に維持し新鋭建されたのであ馨，その一目こ先端妓籍産業が覆いかぶさった構造になっているの

である。しかも鍛来の経済構造のままでの産業癖造の転換隷，農本の産業を全体として翰墨産業化

させ，難額の貿易黒字を体質髭させたのである。

　しかし以、とのこと1ま，馨本の産業構造転換は通常いわれているような霞燦分業やプPダクト・ラ

イフサイクル講の想定が通稽しないということでもある．プ馨ダクト・サイクル論と国際分業論を

縛み合わせた産業構造転換の読絹では，一躍における生産力の発展はより高壕な産業や疑一・産業の

中でも付撫懸麺の高い生産勃の生産に基軸が移費する一方，健来の産業や付擁簸纏の低い部野弩は生

産力水準・綾衛水準の一段賠低い諸麟へ披講や資本が移転する等によって次第に馨際競争力を失い，

ついには輸入産業に転絶する，かくして醗擦分業は新たな高次の段購にいたる，ということである．

ところが嚢本の場合，灘来の経済購造の下でのハイテク｛ヒは，こうした羅際分業を形成しないので

ある。そのために蒙本経済は，産業購造の転換の賊勢まのゆえに，第至籔で遠べたように内躰二

重の矛ヌ毒を深亥彗化させることになったのである。
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　一方，醐1捗ポート等でいう産業構造の転換とは，これまで達べてきたような重化学王業基軸の

産業構造から党鵡技繕産業基軸の構造への転換という意味ではなく，まさに露燦分業的な産業購造

への転換ということである。すなわち，海外薩接投資等によって垂直的分業および水率的分業を推

進し・馨際競争力のない産業は保護をやめて輸入に鱒導替えること・また講…産業においても高付

撫懸纏製品の生産・輸畿に特死し，低懸路製品については輸入に依存すること，それによって輸畿

と輸入のバランスがとれるような構造への転換を§棄しているのである。だが現実には事態はこう

した露鰹分業を深達させる方向には進んでおらず，発端，筏乗を問わず，藤本産業の全体としての

競争力の維持・強化，そして輸灘産業化が合舞の蒙本の産業講造の特徴である．これは，瞬来の経

済購造の一墨二に産業構造の転換が進んでいることの必然的な帰結なのである、こうした構造転換は一

方では産業の空漏化を難読しているが，縫方では貿易黒字を縮小させるどころかますます強大させ

ることになるであろう2騰．

　鐸本経済は，齪来の経済構造を維持したままの産業構造転換ではなく，また前綴夢ポートのよう

な空溺死の危陰性をはらんだ産業購造の転換でもない，新たな構造転換の遂を摸索し，選訳しなけ

ればならない段灘にきているのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（欝92年9月6賢號稿〉

1付款

本稿は鬱鬱～92年度文藻省群学醗発費補勧金（総合霧究｛A罫変動穣場舗下の緩繰的不均衡拡大の

諸漂鑓と是正の可能性ま硬発代表者・井材警代畢慶応義塾大学教授／による醗究綾果の一一一部である．

2導　野£1趣疑は，総年伐の1輩本経済の講造変化を灘雰経済の簿造変乾の一薄としてとらえるべきことを劇張し．

　　興誌ぎ葬こは発展途難難にお謬る重｛と学｛こ業の展器・確立と，驚進購と発展途、髭鯵とのあいだの壷業内分雑な

　　いしは『墨1程闘分業の舷大という鎌鰹分業の籍駿醗を重禮する。そして氏は，「鋳年鞭医i本において生じた購

　　造変建というものもまた，辱本をと諺まく購欝議緩や熱熱賛諸簿にお寺ナる工業免の進展への麺疑乏して

　　とらえることができるのである。さらに，慕本をふくむ箋進鋳難においてその醐急速紅生じた産業撰進の蕩

　　度免，すなわちハイテク牝やサービス経済飽などと陳ばれる現象もまた，こうした後進諸撮紅お轄る王業建

　　への蔑舞絹として考えることができる墜（野ll遽「経済構造講整と麟綴分業び）新撰竸謹三輪芳懸纏罫現殺鰻

　　本の産業構造濠舞木毒濤，鯵鶴年，55ペ一一ジ〉という．野無我は，齢年衆後楽の急激な霧高による舞本経済

　　の変死を過大縷し，それを一一鋳的なものではなく薫常的なものとしてとらえ，しかもそれをプロジェクト・

　　ライフサイクルにもとづく霧蝶分業の進襲として理解しているように思われる。しかもこうした一般理論が

　　そのままでは通駕しないところに，ξ｛本の産業構造転換の特殊轡iがあるのである．
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